
 

資料２ 

アンケート調査結果 

 

(アンケート実施状況) 

 

■調査期間 

   平成 21 年 1 月 29 日（配付）～2月 9日（回収） （2月 20 日最終） 

 

 

■配布・回収状況 

 

社会実験 対象者 配布・回収方法 配布枚数 回収数 回収率 

利用者 
利用実績※1のある方をリストアップ

し、直接郵送・回収 
292 236 80.8%

下田地区デマンド交通 

非利用者 
下田地区全世帯に配付 

＊下田地区自治会に配布・回収を依頼
3,000 1,043 34.8%

利用者 
利用実績のある方をリストアップし、

直接郵送・回収 
23 19 82.6%

井栗地区デマンド交通 

非利用者 

井栗・北野・白山地区全世帯に配付 

＊井栗・北野・白山地区自治会に配布・

回収を依頼 

700 294 42.0%

利用者 
利用実績のある方をリストアップし、

直接郵送・回収 
207 140 67.6%

市街地デマンド交通 

非利用者 
市街地地区住民※2の中から、無作為に

抽出し、直接郵送・回収 
2,790 923 33.1%

高校生通学ライナーバス 下田地区 

高校生 
直接郵送・回収 322 100 31.1%

合計 
 

7,334 2,755 37.6%

※1：実験開始～平成 20 年 12 月現在に利用した方 

※2：三条小学校区、一ノ木戸小学校区、四日町小学校区、裏館小学校区、須頃小学校区、条南小学校区、南小学校区 
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 ①地域の公共交通利便性の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔利用満足度〕 ■デマンド交通に満足した方の割合(満足した＋やや満足)は各実験ともに 6 割以

上であり、最も高いのは下田地区デマンド交通の 76%であった。 

■一方で、高校生通学ライナーバスは、44％と低かった。 
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33%

23%

17%

11%

9%

6%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用料金が安くなった

家族の送迎に頼らなくて良い

通学する高校まで直通で行ける

悪天候時でも安心して移動できる

長沢駅跡～東三条駅間の車両混雑が
緩和された

夜道を歩かなくて良い

長沢駅跡や八木ヶ鼻温泉で
円滑に乗り換えができる

学校に早く到着できる

割合

〔満足した点〕 

無回答

N=236 件 

N=19 件 

N=140 件 

N=81 件 

■満足した点について見ると、デマンド交通では「自宅近くまで迎えに来てくれ

る」ことを挙げる方が多かった。 

■高校生通学ライナーバスでは、「バス利用料金が安くなった」が最も多かった。

とても満足 やや満足 普通 やや不満 とても不満

84%

68%

47%

46%

23%

12%

8%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅近くまで迎えに来てくれる

乗り換えせずに目的地まで送ってくれる

行きたい時間に目的地へ行ける

家族の送迎に頼らなくて良い

行きたいところに行ける

自分で運転しなくて良い

外出する回数が増えた

その他

割合

79%

53%

53%

42%

26%

21%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅近くまで迎えに来てくれる

乗り換えせずに目的地まで送ってくれる

家族の送迎に頼らなくて良い

行きたい時間に目的地へ行ける

行きたいところに行ける

自分で運転しなくて良い

その他

割合●井栗地区デマンド交通利用者●下田地区デマンド交通利用者 

N=236 件 N=19 件 

●高校生通学ライナー利用者

64%

51%

40%

34%

32%

7%

6%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行きたいところに行ける

自宅近くまで迎えに来てくれる

行きたい時間に目的地へ行ける

家族の送迎に頼らなくて良い

乗り換えせずに目的地まで送ってくれる

自分で運転しなくて良い

外出する回数が増えた

その他

割合
●市街地デマンド交通利用者 

N=81 件 N=140 件 
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②外出機会の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③送迎負担の軽減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④公共交通の取り組みに対する意識の醸成 

 

 

 

■デマンド交通利用者の約 8割が、実験を通して公共交通の取り組みに対して「重要」

と考えるようになった。 

■下田地区デマンド利用者の 8％と市街地デマンド交通利用者の 6％が実験により「外

出機会が増加した」ことを確認できた。 

■また、外出が増えた目的地を見ると、病院が最も多かった。 
 

〔デマンド交通利用者のうち「外出する回数が増えた」と回答した方の割合〕 〔公共交通の取り組みに対する考え方の変化〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8%

0%

6%

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

8%

9%

10%

下田地区

デマンド交通

利用者

井栗地区

デマンド交通

利用者

市街地

デマンド交通

利用者

割
合

N=236 件 N=19 件 N=140 件 

〔社会実験前のマイカーおよび家族送迎の依存割合〕

5%

11%

9%

51%

53%

32%

67%

40%

32%

57%

33%

4%

5%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下田地区デマンド交通利用者

井栗地区デマンド交通利用者

市街地デマンド交通利用者

高校生通学ライナーバス利用者

割合

マイカー利用に頼っていた

家族の送迎に頼っていた

マイカーと家族の送迎の両方に頼っていた

その他の手段に頼っていた

N=236 件 

N=19 件 

N=140 件 

N=81 件 

外出が増えた目的地 

■下田地区デマンド交通利用者 

51%

47%

44%

28%

37%

41%

7%

5%

6%

3%

9%

11%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下田地区デマンド交通利用者

井栗地区デマンド交通利用者

市街地デマンド交通利用者

割合

病院(三条総合病院、渡辺医院など)  9 件 

東三条駅 4 件 

商業施設(ムサシ、サンゴマートなど) 3 件 

いい湯らてい 1 件  など 

■市街地デマンド交通利用者 

 病院(済生会三条病院など) 6 件 

 商業施設 2 件 

 総合福祉センター 1 件   など 

「とても重要」と考えるようになった 「重要」と考えるようになった

今までと変わらない 分からない

無回答

N=236 件

N=19 件 

N=140 件

■下田地区および井栗地区デマンド交通利用者の 5～6割が、実験前に家族の送迎に

頼っていた。 

■高校生通学ライナーバス利用者では、約 7割が実験前家族の送迎に頼っていた。
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⑤社会実験の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■下田地区の高校生の通学ライナーバス導入実験の認知度は 100%であった。 

■また、下田地区および井栗地区のデマンド交通非利用者の実験認知度は 8 割を越え、非常に高いが、市街地

のデマンド交通非利用者は 6割に実験が周知されていなかった。 

■認知媒体の内訳を見ると、下田地区および井栗地区のデマンド交通非利用者のうち約 6 割が、事前説明会と

チラシで実験を知った。また、下田地区高校生の半数が家族や友人により実験を知った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実験前 

各世帯へのチラシ配布 

下田・井栗地区における住民説明会の実施 

広報誌等の情報掲載 など 

■実験中 

 デマンド登録者に対して、 

   「デマンドバス通信」(市街地)、「ぐるっとさん通信」(下田・井栗) 

 を配布し、目的地の追加などサービス変更内容の周知を徹底 

〔主な広報活動〕 〔デマンド交通非利用と下田地区高校生の実験認知度〕 

92%

84%

37%

100%

4%

11%

60%

4%

4%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下田地区
デマンド交通

非利用者

井栗地区
デマンド交通

非利用者

市街地
デマンド交通

非利用者

下田地区
高校生

社会実験を知っていた 社会実験を知らなかった 無回答

N=1,043 件 

N=294 件

N=923 件

N=100 件

〔実験認知媒体〕

25%

40%

23%

37%

21%

29%

21%

27%

24%

19%

48%

6%

9%

33%

3%

6%

15% 4%

4%

1%

1% 2%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下田地区
デマンド交通

非利用者

井栗地区
デマンド交通

非利用者

市街地
デマンド交通

非利用者

下田地区
高校生

事前説明会 チラシ 家族・友人から聞いた
新聞記事 その他 無回答

N=955 件 

N=248 件

N=338 件

N=100 件
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⑥料金設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■すべての実験において、現在の料金設定から 100 円程度増加しても 

 
現在の利用者の半数以上が「利用する」と回答した。 

 
■また、井栗地区デマンド交通を除いて、概ね 200 円以上増額すると、

現在の利用者の半数以上が「利用しない」と回答した。 
 

〔現在の利用料金〕

 

 

 

 

 

■下田地区デマンド交通 

下田地区内 200 円／回 下田地区～市街地 500 円／回 

■井栗地区デマンド交通 

 200 円／回 

■市街地デマンド交通 

 150 円／回(中高校生 100 円／回) 

 
〔想定料金に対する利用意思〕 

 

 ●下田地区デマンド交通利用者 

 
●井栗地区デマンド交通利用者

下田地区内の利用 
 

79%

47%

26%

16%

0%

32%

53%

63%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

300円／回 400円／回 500円／回 600円／回

割
合

利用する 利用しない
N=19 件 

68%

19%

10%
3%4%

53%
62%

69%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

300円／回 400円／回 500円／回 600円／回

割
合

利用する 利用しない N=236 件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 下田地区～市街地の利用 ●市街地デマンド交通利用者

 
N=140 件

84%

15%

5% 3%5%

51%

74%

84% 86%

38%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

200円／回
（中・高校生120円／回)

300円／回
（中・高校生150円／回)

400円／回
（中・高校生200円／回)

500円／回
（中・高校生250円／回)

600円／回
（中・高校生300円／回)

割
合

利用する 利用しない

64%

18%

8%
3%

7%

53%

63%
68%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

600円／回 800円／回 1000円／回 1200円／回

割
合

利用する 利用しない N=236 件  
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⑦利用者の改善ニーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■デマンド交通利用者の不満な点を見ると、「予約の電話がつながらない」「目的地で急な予約や予約の

変更ができない」など予約に関する改善要望が上位を占めた。 

■また、「予約」に次いで多いのが、「目的地が少ない」であった。 

■高校生通学ライナーバス利用者では、「利用したい時間に運行していない」「休日に運行していない」

「乗り換えが面倒」「小銭を払うのが面倒」が上位を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34%

34%

27%

26%

24%

11%

3%

3%

1%

1%

1%

7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

目的地で急な予約や予約変更ができない

予約をしなければならない

予約の電話がつながらない

目的地が少ない　　

乗りたい時間に予約がとれない場合がある

予約できる期間が短い

目的地から帰宅する時、乗り場がわかりづらい

乗車までの待ち時間が長い

寄り道するため乗車時間が長くなるときがある

予約した到着時刻によく遅れる

料金が高い

その他

割合

42%

32%

26%

26%

16%

11%

5%

5%

5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

目的地が少ない　　

予約の電話がつながらない

予約をしなければならない

予約できる期間が短い

目的地で急な予約や予約変更ができない

乗りたい時間に予約がとれない場合がある

目的地から帰宅する時、乗り場がわかりづらい

乗車までの待ち時間が長い

小銭を払うのが面倒

割合

16%その他

49%

42%

39%

24%

20%

14%

14%

5%

3%

1%

1%

1%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

予約をしなければならない

目的地で急な予約や予約変更ができない

予約の電話がつながらない

目的地が少ない　　

乗りたい時間に予約がとれない場合がある

目的地から帰宅する時、乗り場がわかりづらい

予約できる期間が短い

乗車までの待ち時間が長い

寄り道するため乗車時間が長くなるときがある

予約した到着時刻によく遅れる

小銭を払うのが面倒

料金が高い

その他

割合
●市街地デマンド交通利用者●下田地区デマンド交通利用者 

N=236 件

●井栗地区デマンド交通利用者 

16%

16%

16%

14%

7%

5%

4%

4%

4%

4%

2%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

利用したい時間に運行していない　

休日に運行していない

乗り換えが面倒

小銭を払うのが面倒

予定した時刻にバスが来ない

料金体系がわかりにくい

雨天時にバス停で待つのがつらい

実験前に比べ、時間がかかる

自宅からバス停までが遠い

料金負担が増加した

車両が小さい

割合

N=19 件 

N=140 件

●高校生通学ライナーバス利用者

N=80 件 

〔社会実験の不満な点〕 

7%その他
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⑧利用しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■下田地区および井栗地区のデマンド交通非利用者の利用しない理由では、「車で十分だから」が最も多く、次

いで「予約が面倒だから」であった。 

■市街地のデマンド交通非利用者では、「知らなかったから」が最も多かった。 

■高校生通学ライナーバスの非利用者では、「自分が通学する高校を経由しないから」が最も多かった。 

〔利用しなかった理由〕  

●市街地デマンド交通非利用者 ●下田地区デマンド交通非利用者 

51%

19%

16%

12%

10%

9%

7%

6%

4%

3%

3%

2%

2%

1%

0.3%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

車で十分だから

予約が面倒だから

利用したいと思った時に利用できないから

利用方法がわかりづらいから

目的地が少ないから

登録方法がわかりづらいから

既存の路線バスで十分だから

予約できる期間が短いから

知らなかったから

予定どおり目的地に到着できるか心配だから

運行終了時刻が早いから

料金が高いから

運行開始時刻が遅いから

乗り合い交通が嫌だから

小銭を払うのが面倒だから

その他

割合

56%

43%

16%

13%

13%

11%

6%

4%

2%

2%

1%

1%

1%

1%

7%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

知らなかったから

車で十分だから

利用方法がわかりづらいから

予約が面倒だから

登録方法がわかりづらいから

利用したいと思った時に利用できないから

目的地が少ないから

予定どおり目的地に到着できるか心配だから

既存の路線バスで十分だから

予約できる期間が短いから

運行開始時刻が遅いから

運行終了時刻が早いから

料金が高いから

乗り合い交通が嫌だから

小銭を払うのが面倒だから

その他

割合
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
N=1,043 件  N=923 件

 

 

 ●井栗地区デマンド交通非利用者 

20%

16%

14%

11%

8%

7%

7%

6%

4%

3%

2%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

自分が通学する高校を経由しないから

家族の通勤などがあるから、送迎は問題ない

利用方法がわかりづらいから

利用したい時間に運行していないから　

料金体系がわかりづらいから

休日に運行していないから

自宅からバス停までが遠いから

料金が高いから

時間がかかるから

小銭を払うのが面倒だから

バス停がわかりづらいから

割合
●高校生通学ライナーバス非利用者

52%

20%

19%

13%

8%

7%

5%

5%

3%

3%

2%

2%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

車で十分だから

予約が面倒だから

利用したいと思った時に利用できないから

目的地が少ないから

利用方法がわかりづらいから

予約できる期間が短いから

知らなかったから

予定どおり目的地に到着できるか心配だから

登録方法がわかりづらいから

既存の路線バスで十分だから

運行開始時刻が遅いから

運行終了時刻が早いから

料金が高いから

乗り合い交通が嫌だから

割合
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=294 件

N=100 件
8%その他9%その他
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⑨運行継続の要望と将来への期待 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■下田地区および井栗地区デマンド交通は、利用者の 8 割が社会実験の継

続を要望した。  

 ■一方で、市街地デマンド交通については、利用者の 7 割が継続を要望し

たが、2割が今までの循環バスで良いと回答した。 

■将来運転できなくなったときに選択する交通手段で最も多い回答は、い

ずれの地区においても、デマンド交通が最も多く、将来への期待が高い

ことが伺える。 

 

 

 〔社会実験の継続要望〕

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78%

84%

66%

53%

8%

16%

5%

9%

19%

5%

10%

11%

11%

5%

19%

3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下田地区デマンド交通利用者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井栗地区デマンド交通利用者

市街地デマンド交通利用者

高校生通学ライナーバス利用者

割合

無回答

N=236 件

N=19 件 

N=140 件

N=81 件 

希望する 今までの路線バスで十分だ どちらでも良い 分からない

〔将来運転できなくなったときに選択する交通手段〕

●下田地区デマンド交通非利用者 ●井栗地区デマンド交通非利用者 ●市街地デマンド交通非利用者 

60%

58%

50%

45%

41%

22%

21%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

デマンド交通

徒歩

家族の送迎

自転車

タクシー

既存の路線バス

鉄道

バイク

その他

割合

56%

51%

37%

26%

17%

16%

9%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

デマンド交通

家族の送迎

タクシー

既存の路線バス

自転車

徒歩

鉄道

バイク

その他

割合

78%

49%

35%

32%

9%

8%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デマンド交通

家族の送迎

既存の路線バス

タクシー

徒歩

自転車

バイク

鉄道

その他

割合

N=923 件
N=1,043 件 N=294 件
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